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1． は じめに

　我 々 は 、 ラ ドン （
222R

皿 ）の 土壌起源 の 物 質輸送 の ト

レ ーサ ーと し て の 有用性 を利用 して 、複雑地形 に位置

す る岐阜 県高 山市森林サイ トに お ける地表付近 の 物

質輸送過程 を明 ら か に し、当地で 行 われ て い る CO2
フ ラ ッ ク ス 測定の 高精度化 を め ざし て い る。今回 は 、

斜面下降流に よ るラ ドン
、
CO2 の 流 出及 び両者 の 濃度

変動 の 季節に よ る違 い に つ い て 考察を行 っ た。

2． 観測方法

　観測 は岐阜県高 山市 の 産総研冷温 帯落葉広 葉樹林

サ イ トにお い て 、2007 年 7 月 〜玉2 月 及 び 2008 年 5 月

以降に行 われ た 。 ラ ドン 濃度 の 測 定は 、尾 根 タワ
ー

及

び 谷筋 タワー
に設置 され た各 イ ン レ ッ トよ り大気 を

ポ ン プ で 吸引 し、通 気式静電捕集法に よ るラ ドン 濃度

測定装置 にそれ ぞれ 導入 し て行 っ た。解析に は、当サ

イ トの CO 膿 度 、気象観測デー
タ を用 い た。

3． 鎧塁と蠱察
　 図 1a に 両 タ ワ ーの 地表付近で 観測 され た ラ ドン及

び CO2 濃度 の 時間変動の 例 を示す。前回 の 発表 で 示 し

た よ うに （村 山等 ，
2008）、CO2 濃度は、生物 活動 を反

映 し た 日周期 的な 日内変動 を示 す が
、 ラ ドン 濃度 は、

風向に依存 し た複雑な 変動 を示 す 。 図中で は 、 斜面下

降風が卓越 し た （図 lb） 10 月 9 日早朝及び 10 月 10

日早 朝 には、尾根 タ ワーで は 上 空 大気 の 流入 に よ りラ

ドン 濃度は減少 す るが 、谷筋タ ワ
ー

で は斜面 下降時に

土壌 か ら放 出 され るラ ドン が 気塊 に取 り込 ま れ るた

め、濃度増加 が 見 られ る。斜面下降風時に は 、地表付

近の 濃度は 尾根 に 比 べ て 谷筋で 高 くな っ て お り、放出

され た ラ ドン が 下 流へ 流 出 し て い る こ とに なるが 、
CO2 の 濃度差 も類似 の 変動パ タ

ー
ン を示 して い る （図

1b）。 図 2 に 2008 年 8 月 下旬 〜11 中旬 の 光合成の 影 響

が な い 夜間 の 両濃度差 の 関係 を示す 。 両者の 間には顕

著な正 の 相関が 見 られ、CO2 に っ い て も斜面 下降流 に

よ り、流出が 起き て い る こ とが 示唆 され る。前回 の 発

表 では 、10H9 日早朝 の 例に つ い て 、 収 支式よ り、

ラ ドン ・CO2 の 流 出量 を試算 したが、発表時には、他

の 例 に つ い て も計算を行い 、斜 面下 降流に よ る流出 の

CO2 収支 へ の 寄与を見積 も り、報告す る予定で あ る 。

　
一

方 、 図 3 に示 す よ うに 、 厳冬期に は生物活動が弱

ま り、CO2 濃度の 日 内変動 は 不 明瞭に な り、振幅 も図

laの 時期 と比 べ て 大幅 に 縮 小 し て い る が 、ラ ドン に つ

い て は 、同程度 の 振幅 の 変動が見 られ、濃度 も同程度

で ある。こ の 期間 も、ラ ドン 濃度変動 の 上述 の 風 向依
存性は概 ね成 り立 っ て い た。こ の 期 間、積雪 は 50cm
以上 あ り、雪 面 か ら の ラ ドン 放出が抑制 され て い る可

能性が あるが 、そ の効果は 小 さい の か 、ある い は落葉

に よ り森林系外か ら大気の 流入 が起 こ り易 くな り、標

高 の 低 い 積 雪 の 少 な い 場所 か らラ ドン が供給 され て

い る の か も しれ な い 。 また 、強 風 時に は 土壌 か ら放出

され た ラ ドン が拡散 され 、地表付近の 濃度増加が抑制

され る傾向 が、一般に見 られ るが 、1．目 14 日〜15 日

には 、 風 速の 増大 に伴 い 濃度の 増加 が観測 され、同様
の 例が他の 期間に も見られた。15 日 0 時にサ イ ト上

空 1500m を起点 と し た後方流跡線解析結果 によ る と 、

3 日以内に大陸上 の 対流圏下層 に達 し て お り、大陸起

源 の 高濃度 ラ ドン の 気塊 の 長距 離輸送 に よ る濃度増

加 の 可能性が示唆 された が
、 今後定量 的な評 価が 必要

で あ る。fO　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　 450
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図 1．（a）尾 根 ・谷筋 タ ワ
ー

地表付 近 の ラ ドン ・CO2 濃度

及び 、（b）両タ ワ ー間の 濃度差 （谷筋一尾根）及び尾 根

タ ワ ー25m に お ける鉛直風 速（w ）の 観測例。
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図 2，夜間 の ラ ドン
・CO2 の 両 タ ワー

間 （谷 筋一尾根）

の 濃 度 差 の 相 関。
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図 3，厳冬期の 尾根 タ ワ
ーL3m に お ける ラ ドン ・CO2

濃度 の 変動。
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